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ポリスチレンの吸湿性
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【目的】　極性の低いポリスチレンは吸湿量が非常に小さいため、正確な測定が難しく、

信頼できる値が報告されていない。本報告では迅速、簡便に吸湿量が測定できるインバー

スガスクロマトグラフ法を用いて、特に、ガラス転移点以下での表面吸湿性を調べた結果

を報告する。

　【方法】　精製したポリスチレンの1.0!l!トルエン溶液から調製した、3!liおよび0冤被覆クロ

モソルブW 60-80メッシュを、内径3iniii、長さlmのステンレスカラムに吸引充填し、固定相

とした。プローブとして用いた水は三回蒸留した。柳本ガスクロマトグラフGC1800 （検出

器ＴＣＤ）を用い、キャリヤーガス流速40inl/ininの下で、カラム温度4 reからio5℃の水一

ポリスチレンのクロマトグラムを実測した。

　【結果】　保持図は、測定温度範囲内では表面吸着が起こっていることを示した。また、

吸湿量がポリマー重量によらないことも表面吸着を支持した。低い相対圧領域で、吸湿等

温線は上に凸となった。これらのことを、最近明らかになったポリスチレン表面層分子の

可動性と、水とベンゼン環との強い水素結合に基づいて考察する。

2NP-10 ふとんわた内の温・湿度の過渡的変動について
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　【目的】従来の研究では、布団を敷いたままの状態（万年床）を継続し布団内の温・湿

度を測定し、ふとんわたの吸・放湿特性について調べてきた。本研究では、ふとんわたの

吸・放湿特性に着目し、現在、ふとんわたとして広く矛q用されている３種の繊維（綿・羊

毛・ポリエステル）についてそれぞれの特徴をとらえることを目的とする。

　【方法】綿、羊毛、ポリエステルの繊維を用いて、モデル・クッション(25×25×7cin）

を作成し実験を行った。まず、各クッションを絶乾した後、実験室内に放置し、自然状態

におけるクッション内の温度および湿度、クッションの質量を継続的に測定した。次に絶

乾後のクッションを実験室内に３コを重ねて放置し、重ね位置（上・中・下）の違いによ

るクッション内の温度および湿度の差、クッションの質量変化を継続的に測定した。

　【結果】乾燥後、実験室に放置したクッション内部の温度は室温まで下降し、湿度は、

上昇する。温・湿度の変化速度は、ポリエステル、綿、羊毛の順に遅くなる。特に羊毛わ

たの場合には、湿度が外気の湿度に近づくまでに２日以上かかる。また、綿や羊毛につい

ては、吸湿時の放熱が温度低下を緩和するよう働くと思われる現象が観察された。質量の

変化速度は、ポリエステル、綿、羊毛の順に遅くなり、増加量はこの順に大きくなる。ク

ッション３コを重ねた場合、クッション内部の温度変化率は重ね位置によらずほぼ同程度

であるが、湿度の変化は、上、中、下の順に変化速度が遅く、さらにこの実験時間の範囲

内ではあるが、上側のクッション内の湿度は、外気の状態により近く、中側、下側では外

気に比べ、5％前後の低湿度を保つことが観察された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　253


